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　3月定例会(2月22日～3月11日)では、一般会計補正予算（△6億865万7千円）
や、名田庄総合施設建設工事請負契約の締結、平成22年度一般会計予算（86億
5,300万円）など32議案を原案どおり可決しました。
　その他、陳情書1件を不採択、3件を採択し意見書を提出することを決めました。
また、おおい町選挙管理委員会委員・補充員の選挙を行い8人の方を選任しました。

　月
定例会

　

平
成
22
年
度
当
初
予
算
９
議
案
は
、
予

算
決
算
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
３
日

間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
22
年
度
当
初
予
算
は
、
町
長
選
挙

を
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
骨
格
予
算
と

し
て
編
成
さ
れ
て
お
り
、
経
常
的
経
費
や

義
務
的
経
費
、
緊
急
を
要
す
る
経
費
だ
け

が
計
上
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
投
資
的
経
費

や
政
策
的
経
費
、
新
規
事
業
の
予
算
計
上

は
見
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
方
針
で
編
成
さ
れ
た
一
般

会
計
の
規
模
は
、
86
億
５
３
０
０
万
円
と

な
り
、
前
年
度
比
43
億
７
３
０
０
万
円
の

減
、
33
・
６
％
の
大
幅
な
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
は
、
２
年
間
の
経
過

措
置
を
終
了
し
た
老
人
医
療
事
業
特
別
会

計
が
廃
止
さ
れ
、
８
つ
の
会
計
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
特
別
会
計
の
総
額
は
、
27
億
９
６

０
７
万
５
千
円
と
な
り
、
前
年
度
比
２
億

３
７
５
９
万
２
千
円
の
減
、
７
・
８
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
算
全
体
で
は
、
１
１
４
億
４
９
０
７

万
５
千
円
と
な
り
、
前
年
度
比
46
億
１
０

５
９
万
２
千
円
の
減
、
28
・
７
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
の
性
質
別
で
は
、消
費
的
経
費
は
、

骨
格
予
算
編
成
の
影
響
か
ら
、
全
体
の

56
・
６
％
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
投
資
的
経
費
は
、
債
務
負
担

行
為
の
予
算
計
上
を
行
っ
て
い
る
も

の
だ
け
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

29
億
１
１
８
５
万
２
千
円
の
減
、
60
・

８
％
の
大
幅
な
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
面
で
は
、
自
主
財
源
が
前
年
度
に

財
源
不
足
を
補
う
た
め
に
計
上
し
た
、「
財

政
調
整
基
金
」
や
「
減
債
基
金
」、
う
み
ん

ぴ
あ
大
飯
複
合
型
交
流
施
設
取
得
の
た
め

の
、「
電
源
立
地
地
域
振
興
基
金
」
の
繰

入
金
が
皆
減
し
た
こ
と
を
主
な
要
因
と
し

て
、
大
幅
な
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
依
存
財
源
に
つ
い
て
も
、
主
に

投
資
的
経
費
の
計
上
を
見
送
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
そ
れ
に
充
当
す
る
交
付
金
な
ど
の

計
上
を
併
せ
て
見
送
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

大
幅
な
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
子
ど
も
手
当
の
支
給

１
億
６
１
４
８
万
６
千
円

●
水
産
加
工
セ
ン
タ
ー
の
管
理

３
５
３
万
７
千
円

●
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
事
業

３
億
２
０
０
８
万
９
千
円

●
名
田
庄
小
学
校
耐
震
補
強
工
事
な
ど

１
億
７
８
２
６
万
８
千
円

●
名
田
庄
総
合
施
設
の
整
備

12
億
７
７
７
０
万
円

重
点
事
業

筋交いで耐震補強が進められている名田庄小学校

新
年
度
予
算
１
１
４
億
５
千
万
円
を
可
決

町
長
選
を
控
え 

骨
格
予
算
と
し
て
編
成



3 おおい町議会だより №17

お
お
い
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
４
人・補
充
員
４
人
を
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
お
お
い
町
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
と
同
補
充
員
の
選
挙
を
行
い
、

次
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

【
選
挙
管
理
委
員
】

　

・
選
挙
の
期
日

　
　
　

平
成
22
年
２
月
22
日

　

・
選
挙
の
方
法

　
　
　

指
名
推
薦

　

・
当
選
者

　
　
　

大
島　
　
　
　

中
間　

松
壽

　
　
　

本
郷　
　
　
　

松
宮　

一
仁

　
　
　

名
田
庄
挙
野　

横
井　

徹
生

　
　
　

久
保　
　
　
　

柿
本
佐
代
子

【
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
】

　

・
選
挙
の
期
日

　
　
　

平
成
22
年
２
月
22
日

　

・
選
挙
の
方
法

　
　
　

指
名
推
薦

　

・
当
選
者
（
補
充
順
位
）

　
　
　

名
田
庄
三
重　

前
田　

善
男 

⑴

　
　
　

岡
安　
　
　
　

芝
原
百
合
子 

⑵

　
　
　

小
堀　
　
　
　

永
井　

眞
一 

⑶

　
　
　

名
田
庄
堂
本　

森
本　

國
昭 

⑷

■特 別 会 計 （単位：千円）

会　　計　　名 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 伸び率
老 人 医 療 事 業 特 別 会 計 廃　止     9,449 皆　減 －
後期高齢者医療事業特別会計    90,903    91,157     △ 254  △ 0.3%
国民健康保険事業特別会計   814,550   855,381  △ 40,831  △ 4.8%
国民健康保険診療事業特別会計   116,079   186,554  △ 70,475 △ 37.8%
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計   714,421   697,453  　 16,968 　  2.4%
介護サービス事業特別会計    12,103    12,136      △ 33  △ 0.3%
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計   574,387   593,153  △ 18,766  △ 3.2%
農業集落排水事業特別会計   347,700   441,205  △ 93,505 △ 21.2%
特定環境保全公共下水道事業特別会計   125,932   147,179  △ 21,247 △ 14.4%

合　　　　　計 2,796,075 3,033,667 △ 237,592  △ 7.8%

一般会計 86億5,300万円　  
特別会計 27億9,607万5千円
合　　計 114億4,907万5千円

33.6%の減
7.8%の減
28.7%の減

歳 入 歳 出

教育費

民生費

総務費

衛生費

町税

地方交付税

繰入金

国庫支出金

県支出金

諸収入
その他

農林水産業費

土木費

借入金の返済

消防費
商工費

議会費
労働費

予備費

■一 般 会 計
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国
の
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
地

域
活
性
化
・
き
め
細
や
か
な
臨
時
交
付
金
」

を
財
源
と
す
る
緊
急
経
済
対
策
事
業
の
追

加
や
、
事
業
費
の
確
定
に
よ
る
不
用
額
の

減
額
を
行
う
も
の
で
す
。

　

特
別
会
計
補
正
予
算
と
併
せ
て
10
議
案

が
、す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計 

▲
６
億
８
６
５
万
７
千
円

【
主
な
歳
出
】

　

・
子
ど
も
手
当
対
応
シ
ス
テ
ム
改
修

２
５
６
万
２
千
円

・
な
ご
み
診
療
所
の
医
療
設
備
等
整
備

基
金
積
立
金

４
０
１
２
万
７
千
円

・
道
路
の
維
持
補
修
工
事
な
ど

３
９
３
０
万
円

・
橋
梁
の
維
持
補
修
工
事１

３
０
０
万
円

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
に
よ
る

中
学
生
海
外
派
遣
の
中
止

▲
９
８
６
万
３
千
円

老
人
医
療
事
業
特
別
会
計

▲
１
２
４
万
５
千
円

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

▲
１
６
４
万
円

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

▲
５
９
３
８
万
８
千
円

国
民
健
康
保
険
診
療
事
業
特
別
会
計

▲
３
８
３
２
万
６
千
円

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

▲
２
９
０
２
万
２
千
円

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

▲
50
万
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

▲
５
２
８
９
万
１
千
円

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

▲
５
５
１
７
万
５
千
円

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

▲
４
７
７
万
５
千
円

● 

名
田
庄
総
合
施
設
建
設
工
事
請
負
契
約

の
締
結

　

名
田
庄
久
坂
地
係
に
新
た
な
生
涯
学
習

の
場
と
し
て
、
図
書
館
と
ホ
ー
ル
を
備
え

る
複
合
型
総
合
施
設
を
建
設
す
る
工
事

で
、
入
札
の
結
果
、
株
式
会
社
こ
ん
ど
う
・

株
式
会
社
日
登
建
設　

名
田
庄
総
合
施
設

建
設
工
事
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体　

代
表
者　

株
式
会
社
こ
ん
ど
う　

代
表
取

締
役　

近
藤
和
司
が
12
億
１
１
７
０
万
円

で
落
札
し
て
い
ま
す
。（

全
会
一
致　

可
決
）

● 

総
合
運
動
公
園
の
設
置
・
管
理
に
関
す

る
条
例
の
改
正

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
の
現
状
で
の

利
用
形
態
や
、
現
会
員
の
利
便
性
を
高
め

る
た
め
、
会
員
区
分
に
ジ
ム
だ
け
を
利
用

で
き
る
も
の
を
新
設
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
ジ
ム
だ
け
を
利
用

さ
れ
る
方
は
、
現
在
７
千
円
の
月
会
費

（
条
例
で
の
上
限
８
千
円
）
が
５
千
円
（
条

例
で
の
上
限
と
同
額
）
で
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

（
全
会
一
致　

可
決
）

● 「
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
認
め
る
民
法
の

一
部
改
正
」
に
反
対
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
関
す
る
陳
情

　

教
育
環
境
を
良
く
す
る
県
民
の
会　

会

長　

屋
敷
勇
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、

政
府
に
対
し
て
、
婚
姻
制
度
や
家
族
の
在

り
方
に
極
め
て
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
認
め
る
民
法
の
一

部
改
正
」
に
反
対
す
る
意
見
書
提
出
を
求

め
る
も
の
。

（
賛
成
多
数　

採
択
）

● 

町
営
住
宅
等
の
設
置
・
管
理
に
関
す
る

条
例
の
改
正

　

町
が
管
理
す
る
町
営
住
宅
な
ど
か
ら
暴

力
団
員
を
排
除
す
る
た
め
、
入
居
資
格
要

件
な
ど
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
全
会
一
致　

可
決
）

● 

水
産
加
工
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の

指
定

　

大
島
地
係
に
お
い
て
整
備
さ
れ
た
「
水

産
加
工
セ
ン
タ
ー
」
の
管
理
を
、
株
式
会

社
お
お
い
を
指
定
管
理
者
と
し
て
行
わ
せ

よ
う
と
す
る
も
の
。（

全
会
一
致　

可
決
）

総
額
約
８
億
５
１
６
２
万
円
を
減
額
補
正

緊
急
経
済
対
策
事
業
に
は
９
８
３
３
万
９
千
円
を
盛
る

6月から支給される子ども手当

総
務
常
任
委
員
会
付
託
議
案

産
業
建
設
常
任
委
員
会
付
託
議
案
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議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

委
員
長　

新
谷
欣
也

　

初
め
て
の
試
み
で
あ
る
議
会
報
告
会
を

１
月
16
日
・
23
日
に
町
内
４
カ
所
（
名
田

庄
、
佐
分
利
、
本
郷
、
大
島
）
で
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
議
員
全
員
が
２
班
に
分
か
れ
、

区
長
、
副
区
長
さ
ん
を
対
象
に｢

議
会
活

性
化
方
策｣

に
つ
い
て
ま
と
め
た
中
間
報

告
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。（
内
容
は
前

号
の
議
会
活
性
化
通
信
に
掲
載
）

　

出
席
者
は
４
地
区
合
計
し
て
60
人
で
、

質
問
や
貴
重
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
同

時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
し
、
そ
の

結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
議
会
活
性
化
に
対
す
る
主
な
意

見
と
し
て
は
、

① 

も
っ
と
分
か
り
や
す
い
説
明
を
し
て

ほ
し
い
。

② 

議
会
の
ス
ピ
ー
ド
化
（
一
般
質
問
の

応
答
内
容
）
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

③ 

町
民
の
意
見
を
広
く
議
会
に
上
げ
る

活
動
を
希
望
す
る
。

　

そ
の
他
議
会
に
対
し
て
の
意
見
と
し
て

は
、① 

年
１
回
集
落
ご
と
に
報
告
会
を
実
施

し
て
ほ
し
い
。

② 

議
員
は
地
区
の
代
表
で
は
な
く
、
町

民
の
代
表
と
し
て
議
論
を
し
て
ほ
し

い
。

③ 

報
告
会
は
大
変
必
要
で
す
。
今
後
は

身
近
な
問
題
を
取
り
上
げ
て
ほ
し

い
。

④ 

報
告
会
は
必
要
な
し
。
広
報
で
十
分

だ
と
思
う
。

　

今
回
の
報
告
会
で
議
会
活
性
化
方
策
の

目
的
、
概
要
は
概
ね
理
解
い
た
だ
け
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
指
摘
の
あ
っ
た
開
催
回
数
、
対

象
者
、
報
告
内
容
な
ど
を
検
討
し
て
、
議

会
の
活
性
化
、
最
終
目
標
の｢

議
会
基
本

条
例
の
制
定｣

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

名田庄会場での報告会の様子

今後も続けた方がよいですか？

続けたほうがよい
しなくてもよい
どちらでもよい

全町民を対象にした方がよいですか？

対象にしたほうがよい
このままでよい
どちらでもよい

年に数回開催した方がよいですか？

開催したほうがよい
年1回程度でよい
どちらでもよい

各地区の要望を聞いた方がよいですか？

聞いたほうがよい
聞かなくてもよい
どちらでもよい
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■
町
長
の
出
馬
表
明
で
示
さ

れ
た
件
を
改
め
て
問
う

「
活
力
に
満
ち
、魅
力
あ
る
町
づ

く
り
」の
実
現
に
努
力
し
ま
す 新谷　欣也

一
般
質
問

四
人
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
す

問
企
業
誘
致
を
は
じ
め
と
す
る「
う

み
ん
ぴ
あ
大
飯
事
業
」
と
地
場

産
業
と
の
共
生
は
。

答
（
町
長
） 

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
を
核

と
し
た
産
業
創
出
や
企
業
誘
致

に
よ
り
、
若
者
の
町
外
流
出
を
抑
え
、
両

地
域
の
豊
か
な
自
然
や
、
観
光
施
設
を
も

と
に
観
光
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。

問
保
健
・
福
祉
・
医
療
な
ど
の
充
実
・

強
化
策
は
。

答
（
町
長
） 「
な
ご
み
診
療
所
」、「
名

田
庄
診
療
所
」
の
さ
ら
な
る
充

実
を
進
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
楽

し
く
社
会
参
加
が
で
き
る
よ
う
に
健
康
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

問
水
資
源
の
確
保
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

答
（
町
長
） 

永
き
に
わ
た
り
懸
案
と

な
っ
て
い
る
水
資
源
問
題
を
解

決
す
る
た
め
、「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基

づ
き
、
政
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
道
路
行
政
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
対

策
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
で

す
か
。

答
（
町
長
） 

大
飯
地
域
と
名
田
庄
地

域
を
結
ぶ
「
主
要
地
方
道
坂
本

高
浜
線
」
の
整
備
を
は
じ
め
、
両
地
域
に

お
け
る
社
会
資
本
な
ど
の
格
差
是
正
を
継

続
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
合
併
の
懸
案
事
項
で
あ
る
「
格

差
是
正
」
の
問
題
は
、
本
町
と

し
て
重
要
不
可
欠
な
事
項
で
す
。

　

５
年
以
内
で
統
一
す
る
目
途
の
最
終
年

度
に
入
り
ま
す
が
達
成
で
き
ま
す
か
。

答
（
町
長
） 

格
差
の
是
正
は
、
こ
れ

ま
で
に
上
下
水
道
料
金
、
固
定

資
産
税
な
ど
数
多
く
の
調
整
を
行
い
、
ほ

ぼ
順
調
に
統
一
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
未

だ
い
く
つ
か
の
重
要
課
題
を
残
し
て
お

り
、
そ
の
解
決
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
き

ま
す
。

問
国
は
教
育
へ
の
負
担
軽
減
の
対

策
と
し
て
、
高
校
の
授
業
料
の

無
料
化
や
授
業
料
相
当
額
の
助
成
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
が
、
本
町
で
は
、
高
校

生
の
い
る
世
帯
へ
の
通
学
費
用
の
助
成
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

答
（
町
長
） 

高
校
は
義
務
教
育
で
な

い
こ
と
や
、
高
校
教
育
を
担
っ

て
い
る
の
は
県
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
義

的
に
は
県
が
何
ら
か
の
方
策
を
示
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
町
民
の
ご
支
援

が
得
ら
れ
、
引
き
続
き
町
政
を
担
当
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
ら
、
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
現
在
の
小
学
校
卒
業
ま
で
の
医

療
費
助
成
を
中
学
卒
業
ま
で
延

長
で
き
ま
せ
ん
か
。

答
（
町
長
） 

引
き
続
き
町
政
を
担
当

で
き
ま
し
た
ら
、「
教
育
へ
の
負

担
が
優
し
い
町
」
を
目
指
し
、
中
学
生
ま

で
の
医
療
費
の
無
料
化
の
援
助
と
い
っ

た
、
万
全
の
「
子
育
て
応
援
」
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

問
町
長
選
に
臨
む
町
長
の
姿
勢
は
。

答
（
町
長
） 

い
い
町
だ
と
実
感
で
き

る
町
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く

強
い
理
念
で
臨
み
ま
す
。

問
首
長
の
選
挙
で
は
、
公
開
の
場

に
お
い
て
正
々
堂
々
と
政
策
論

議
を
す
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
町
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

答
（
町
長
） 

今
回
の
選
挙
で
は
、
町

民
の
皆
様
と
共
に
、
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
に
取
り
組
み
、「
お

お
い
の
明
日
の
た
め
、
よ
り
具
体
的
に
夢

を
実
現
す
る
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
こ

の
町
を
よ
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
か

ら
、
出
馬
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

 

私
自
身
の
思
い
を
町
民
の
皆
様
に
お
伝

え
す
る
た
め
に
、
候
補
者
ど
う
し
の
公
開

討
論
も
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
強
く
希
望

し
ま
す
。

整備が続けられている坂本高浜線
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■
町
長
の
在
職
期
間
を
振
り
返
っ
て

多
く
の
事
業
が
順
調
に
推
移
し
、

多
岐
に
わ
た
り
改
革
が
進
ん
だ

田中　景子

問
中
期
振
興
事
業
実
施
計
画
の
実

施
状
況
は
。

答
（
町
長
） 

計
画
策
定
後
２
年
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
現
時
点
に
お

い
て
、ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
政
策
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
で
問

題
点
や
課
題
の
洗
い
出
し
と
見
直
し
を
行

い
、
よ
り
実
効
性
が
高
ま
る
よ
う
に
努
め

ま
す
。

問
中
期
振
興
事
業
実
施
計
画
の
中

で
や
り
残
し
た
事
業
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

答
（
町
長
） 

計
画
期
間
の
半
ば
も
経

過
し
て
い
な
い
現
時
点
で
は
、

総
合
的
な
判
断
を
す
る
段
階
で
は
な
い
と

認
識
を
し
て
い
ま
す
。

問
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
達
成
度
に
つ

い
て
は
。

答
（
町
長
） 

町
全
域
の
均
衡
を
図
る

こ
と
を
前
提
に
、
合
併
後
、
最

長
５
年
間
を
目
途
に
各
種
事
業
が
順
調
に

進
捗
し
て
お
り
、
一
定
の
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
事
業
執
行
の
中
で
充
分
に
コ
ス

ト
意
識
が
満
た
さ
れ
ま
し
た
か
。

答
（
副
町
長
） 

充
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
一
定
の
取
り
組
み
は
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
の
委
託
料

は
妥
当
な
も
の
で
す
か
。

答
（
町
長
） 

設
計
基
準
の
中
に
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
料
が
入
っ
て
お
り
、

す
べ
て
妥
当
で
す
。

反
（
町
長
） 
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

を
用
い
な
い
で
行
う
と
す
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
お
示
し
願

い
た
い
。（
町
長
が
初
め
て
反
問
権
（
※
）

を
行
使
）

答
（
田
中
） 

こ
の
様
に
し
て
く
だ
さ

い
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
今
ま

で
の
議
事
録
を
見
て
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

問
名
田
庄
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
横
や
西

谷
地
区
、
三
森
地
係
に
も
土
地

を
購
入
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
利
用
し
て
い
く
の
で
す
か
。

答
（
町
長
） 

当
初
は
、
目
的
を
も
っ

て
計
画
的
に
購
入
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
社
会
変
動
の
大
き
な
波
を
受
け

て
経
済
情
勢
も
変
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、地
域
の
方
と
よ
く
話
し
合
い
、

有
効
的
な
利
用
を
進
め
ま
す
。

問
使
用
済
核
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設

を
誘
致
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

答
（
副
町
長
） 

県
は
、
県
内
に
は
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
は
設
置
し

な
い
と
の
意
向
を
表
明
し
、
継
承
し
て
い

ま
す
。

　

国
も
青
森
県
む
つ
市
で
日
本
初
の
中
間

貯
蔵
施
設
の
安
全
審
査
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

問
中
間
貯
蔵
施
設
の
誘
致
に
つ
い

て
、
首
長
会
議
な
ど
で
話
し
合

わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

答
（
町
長
） 

一
切
な
く
、
話
題
に
す

べ
き
課
題
で
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

反
（
町
長
） 

痛
み
を
共
有
す
る
理
念

か
ら
、
県
も
事
業
者
も
「
県
外
」

で
努
力
し
て
い
る
と
き
に
、
あ
え
て
首
長

会
議
で
取
り
上
げ
ろ
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

答
（
田
中
） 

県
内
に
誘
致
を
す
る
議

論
ぐ
ら
い
あ
っ
て
も
い
い
と
思

い
ま
す
。

問
あ
る
雑
誌
で
、
本
町
の
給
与
・

昇
格
に
格
差
の
実
態
が
あ
る
と

報
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
事
実
関
係
は
。

答
（
町
長
） 

本
会
議
で
匿
名
雑
誌
の

記
載
事
項
を
述
べ
ら
れ
る
の
は

い
か
が
な
も
の
か
。

答
（
副
町
長
） 

す
べ
て
の
職
員
に
対

し
て
正
当
性
の
あ
る
勤
務
査
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
反
問
権

　

議
長
の
許
可
に
よ
り
、
議
員
の
質

問
に
対
し
て
、
論
点
・
焦
点
を
明
確

に
す
る
た
め
、
行
政
側
か
ら
議
員
に

質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利

三森地係の林産加工施設用地
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問
住
民
を
主
体
と
す
る
生
涯
学
習

推
進
委
員
会
の
意
向
を
十
分
尊

重
し
、
予
算
措
置
も
可
能
な
限
り
認
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

答
（
町
長
） 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

の
会
議
「
み
ん
な
で
考
え
る
集

い
」
に
お
け
る
話
し
合
い
で
は
、
公
民
館
・

図
書
館
、
あ
る
い
は
、
ホ
ー
ル
を
利
用
し

て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
事
業
と
し
て
記
念
的
に

実
施
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
、
定
着
さ
せ

て
定
期
的
に
実
施
し
た
い
事
業
な
ど
を
自

由
に
か
つ
具
体
的
に
提
案
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
段
階
で
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
う
し
た
「
み
ん
な
で
考
え

る
会
」
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
新
し
い

施
設
に
住
民
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か

を
、
町
民
の
皆
様
の
声
を
広
く
聞
き
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
総
合
施
設
の
愛
称
は
、
そ
の
後
、

ど
の
よ
う
な
検
討
段
階
に
入
っ

て
い
ま
す
か
。

答
（
町
長
） 

施
設
の
名
称
・
愛
称
の

役
割
は
、
町
民
の
皆
様
に
施
設

へ
の
関
心
を
一
層
高
め
て
い
た
だ
く
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

最
終
的
な
選
定
の
方
法
は
、
現
在
、
検

討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
県
教
委
に
送
ら
れ
た
２
０
０
８

年
度
の
い
じ
め
調
査
結
果
は
、

本
町
で
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
し
た
か
。

答
（
教
育
長
） 

小
・
中
学
校
併
せ
て

74
件
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

認
知
数
と
し
て
は
多
い
状
況
で
す
が
、

詳
細
に
見
て
み
る
と
、
冷
や
か
し
や
か
ら

か
い
、
軽
く
叩
か
れ
た
り
し
た
な
ど
の
一

過
性
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
そ
れ

ら
は
既
に
解
決
し
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
を
発
見
し
、
解
決
に
取
り
組
ん

だ
学
校
な
ど
の
努
力
を
評
価
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

問
い
じ
め
の
新
定
義
は
、
従
来
の

定
義
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
の
で
す
か
。

答
（
教
育
長
） 

２
０
０
５
年
度
ま
で

の
い
じ
め
は
、「
自
分
よ
り
弱
い

者
に
対
し
、
一
方
的
に
、
身
体
的
・
心
理

的
な
攻
撃
を
継
続
的
に
加
え
、
相
手
が
深

刻
な
苦
痛
を
感
じ
て
い
る
も
の
」
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

２
０
０
６
年
度
か
ら
は
、「
児
童
生
徒

が
、一
定
の
人
間
関
係
に
あ
る
も
の
か
ら
、

心
理
的
・
物
理
的
な
攻
撃
を
受
け
た
こ
と

に
よ
り
、
精
神
的
苦
痛
を
感
じ
る
も
の
」

と
定
義
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
義
の
大
き
な
違
い
は
、
旧
定
義

が
い
じ
め
る
側
に
視
点
を
置
い
た
も
の
で

あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
新
定
義
で
は
い
じ

め
ら
れ
る
側
に
た
っ
た
視
点
に
変
わ
っ
た

こ
と
で
す
。

問
本
町
に
お
け
る
本
年
度
の
い
じ

め
の
状
況
が
分
か
っ
て
い
た
ら
、

概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
（
教
育
長
） 

本
町
で
は
、
各
学
期

に
１
回
ず
つ
い
じ
め
の
調
査
を

行
う
と
と
も
に
、
個
別
懇
談
、
悩
み
相
談
、

日
常
生
活
の
観
察
、日
記
な
ど
で
の
把
握
、

保
護
者
と
の
面
談
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
場

や
方
法
で
の
観
察
を
行
い
、
い
じ
め
の
早

期
発
見
と
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
２
学
期
末
で
は
、
34
件
の

い
じ
め
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ

と
ん
ど
の
い
じ
め
は
解
消
さ
れ
て
お
り
、

残
っ
て
い
る
い
じ
め
も
、
解
消
の
た
め
の

取
り
組
み
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
名
田
庄
総
合
施
設
の
新
築

後
の
運
営
は

住
民
の
声
を
広
く
聴
き
、
検

討
し
ま
す

■
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の

調
査
結
果
は

一
過
性
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
、
解
決
し
て
い
ま
す

小野　泰孝

建設工事が始まった名田庄総合施設
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問
医
療
費
の
支
払
方
法
を
、
カ
ー

ド
発
行
に
よ
る
現
物
方
式
（
窓

口
無
料
化
）
に
す
れ
ば
、
一
層
利
用
者
に

喜
ば
れ
る
と
思
い
ま
す
が
。

答
（
な
ご
み
保
健
課
長
） 

国
民
健
康

保
険
制
度
上
、
現
状
で
は
国
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
も
あ
り
影
響
は
大
き
い
。

　

さ
ら
に
、
他
の
福
祉
医
療
制
度
と
の
整

合
や
、
医
療
機
関
等
と
の
協
力
な
ど
、
解

決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
が
多
く
、

実
現
は
非
常
に
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
町
有
土
地
で
未
利
用
（
塩
づ
け
）

と
な
っ
て
い
る
物
件
の
売
却
や

利
用
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

答
（
副
町
長
） 「
楊
梅
苑
」
に
隣
接
す

る
埋
立
地
は
、
今
後
、
施
設
の

増
床
計
画
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

分
譲
住
宅
用
地
で
は
、
名
田
庄
三
重
の

２
区
画
が
売
却
予
定
で
、
あ
と
宅
地
と
商

業
地
で
５
区
画
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

大
島
南
浦
と
河
村
の
土
地
は
、
事
業
計

画
や
土
地
利
用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

猿橋　　巧

問
最
近
の
事
故
は
、
原
子
力
発
電

の
重
要
な
機
器
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

安
全
性
確
認
の
総
点
検
が
必
要
で
は
。

答
（
町
長
） 

そ
の
都
度
、
原
因
を
調

査
し
、
対
策
へ
の
厳
し
い
指
導

や
、万
全
の
対
応
策
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

問
40
年
を
超
す
長
期
継
続
運
転
の

方
針
で
す
が
、
老
朽
化
し
た
原

発
で
の
運
転
は
、
住
民
の
不
安
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
止
め
る
べ
き
で
は
。

答
（
町
長
） 

運
転
開
始
後
30
年
を
経

過
す
る
高
経
年
炉
を
有
す
る
本

町
に
と
っ
て
も
他
人
事
で
は
な
く
、
町
民

の
関
心
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

安
全
対
策
で
は
、
県
が
国
に
対
し
、「
中

間
安
全
確
認
の
実
施
」
や
「
厳
格
な
検
査

の
実
施
」
を
要
請
し
、
既
に
承
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

問
活
断
層
評
価
の
見
直
し
に
よ
り
、

大
飯
原
発
の
耐
震
補
強
対
策
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
７
０
０
ガ
ル
以
上

の
対
策
が
と
ら
れ
る
ま
で
即
時
停
止
す
べ

き
で
す
。

答
（
町
長
） 

国
で
審
議
中
の
耐
震
安

全
性
評
価
は
、
平
成
19
年
改
訂

の
新
指
針
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
は
、
国
要
請
の
も
と
、
常
に
安

全
側
に
立
ち
対
策
を
行
っ
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

問
発
足
時
の
意
義
や
財
政
運
営
の

あ
り
方
、
ま
た
、
合
併
に
伴
う

今
後
の
方
針
な
ど
、
事
業
を
見
直
す
時
期

に
来
て
い
る
の
で
は
。

答
（
企
画
課
長
） 

昭
和
61
年
度
か
ら

交
付
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
平

成
４
年
頃
か
ら
は
基
金
の
運
用
益
で
の
対

応
が
で
き
な
く
な
り
、
今
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
を
一
般
財
源
で
賄
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

来
年
度
中
に
は
、
問
題
点
を
整
理
し
な

が
ら
結
論
を
出
し
ま
す
。

問
医
療
費
は
、年
齢
が
高
く
な
る

に
つ
れ
て
減
り
、予
算
的
に
も

５
０
０
万
円
程
度
で
対
応
で
き
る
な
ら
、対

象
を
高
校
生
ま
で
広
げ
て
は
ど
う
で
す
か
。

答
（
町
長
） 

将
来
の
お
お
い
町
を

担
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
の

た
め
、
育
て
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
、
こ
の
制
度
も
子
育
て
支

援
策
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　

年
齢
の
引
き
上
げ
は
、
中
学
生
ま
で
を

対
象
と
し
て
取
り
組
む
考
え
で
す
。

■
町
有
地
の
未
利
用
の
解
消

を
進
め
て
は

分
譲
住
宅
２
区
画
は
売
却
し
、

利
用
計
画
を
見
直
す
土
地
も

■
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

の
充
実
を

子
育
て
支
援
策
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す

なごみ診療所での診療の様子

■
原
子
力
行
政
の
諸
問
題
を
質た

だ
す

安
全
・
安
心
の
確
保
を
最
優
先
に

■「
集
落
ぐ
る
み
町
民
指
標
活
動

事
業
交
付
金
」の
見
直
し
は

来
年
度
中
に
結
論
を
出
し
ま
す
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●
企
業
誘
致
の
取
り
組
み

　
「
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
地
区
」
へ
の
企
業

誘
致
第
１
号
と
な
っ
た
「
株
式
会
社
ナ
フ

コ
」
の
和
気
店
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

今
秋
に
開
店
を
予
定
す
る
「
う
み
ん
ぴ

あ
大
飯
店
（
仮
称
）」
は
店
舗
面
積
３
３
９

７
㎡
で
和
気
店
が
類
似
し
た
規
模
で
あ

り
、
近
辺
で
は
小
浜
市
の
「
ア
ヤ
ハ
デ
ィ

オ
」
の
本
館
と
ほ
ぼ
同
様
の
大
き
さ
に
な

り
ま
す
。

　

店
舗
の
外
観
は
グ
リ
ー
ン
と
ブ
ル
ー
の

２
色
配
合
を
基
調
に
古
典
的
な
イ
メ
ー
ジ

で
表
現
、
建
物
の
高
さ
は
非
常
に
高
い
た

め
天
井
が
高
く
店
内
は
広
々
と
し
て
圧
迫

感
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

通
路
が
広
く
、
商
品
は
種
類
・
量
と
も

豊
富
で
し
た
。
ま
た
、
屋
外
の
商
品
の
陳

列
も
整
然
と
し
て
お
り
、
園
芸
用
品
・
花

苗
が
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
企
業
は
福
岡
を
拠
点
に
、
九
州
・

中
国
・
関
西
・
中
部
地
区
の
店
舗
展
開

を
進
め
て
お
り
、
現
在
２
５
４
店
舗
で

３
０
０
店
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
と
家
具
・
ホ
ー
ム
フ

ア
ッ
シ
ョ
ン
の
小
売
業
で
あ
り
「
資
材
・

Ｄ
Ｉ
Ｙ
・
園
芸
用
品
」、「
生
活
用
品
」、「
家

具
・
ホ
ー
ム
フ
ア
ッ
シ
ョ
ン
」
を
３
本
柱

と
す
る
品
揃
え
で
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
創

造
す
る
企
業
と
し
て
躍
進
し
て
き
て
い
ま

す
。

　

お
お
い
町
に
出
店
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
近
隣
の
店
舗
と
の
独
自
性
が
明
確
化

に
な
り
、
商
圏
の
拡
大
が
図
れ
る
こ
と
を

願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

●
地
域
防
災
事
業
へ
の
取
り
組
み

　

愛
媛
県
西
条
市
は
、
近
年
の
台
風
災
害

に
対
し
て
、
長
期
的
な
展
望
で
地
域
防
災

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
に
発
生
し
た
台
風
災
害
の
被

害
経
験
や
、
今
後
予
想
さ
れ
る
南
海
地
震

な
ど
に
備
え
て
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
」
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
今
の
想
定
外
の
危
機
事
象
に

対
応
す
る
た
め
、
危
機
管
理
対
策
を
基
本

に
明
確
な
計
画
を
立
案
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
【
最
近
の
主
な
防
災
育
成
事
業
】

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

・
防
災
士
育
成
事
業

・
お
祭
り
防
災

・
12
歳
児
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
木
製
ダ
ム
、
耐
震
木
造
構
造
物

●
ゲ
リ
ラ
集
中
豪
雨
へ
の
対
応
と
対
策

　

兵
庫
県
佐
用
町
は
、
昨
年
８
月
の
台
風

９
号
に
よ
り
、
人
的
被
害
を
は
じ
め
家
屋

や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
へ
の
甚
大
な
災
害

を
受
け
た
町
で
す
。

　

短
時
間
で
想
像
を
超
え
る
量
の
集
中
豪

雨
へ
の
対
応
は
、
困
難
を
極
め
、
夕
暮
れ

か
ら
夜
間
に
向
か
っ
て
の
時
間
帯
で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
全
て
の
避
難
情
報
と
対

応
を
的
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
混

乱
を
極
め
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
は
、「
ゲ
リ
ラ
的
な
集
中
豪
雨
へ

の
対
応
」
と
「
避
難
時
の
弱
者
対
応
」
な

ど
、
災
害
時
の
多
く
の
反
省
点
を
生
か
し

な
が
ら
、
地
域
防
災
計
画
の
検
証
や
緊
急

時
の
機
敏
な
避
難
勧
告
の
発
令
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
か
れ
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
防
災
シ
ス
テ
ム
の
再
整
備

が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
再
認
識
し
ま
し

た
。

ホームプラザ ナフコ和気店

西条市の台風災害状況

視
察
日
時　

平
成
22
年
１
月
19
日

視
察
場
所　

岡
山
県
和
気
町

 
ホ
ー
ム
プ
ラ
ザ
ナ
フ
コ
和
気
店

参
加
者　

委
員
７
人

　

企
業
誘
致
等
特
別
委
員
会

研
修
視
察
報
告　

視
察
日
時　

平
成
22
年
１
月
21
日
・
22
日

視
察
場
所　

愛
媛
県
西
条
市

 

兵
庫
県
佐
用
町

参
加
者　

委
員
８
人

　

総
務
常
任
委
員
会

研
修
視
察
報
告　
　



追跡
1年前の

一般質問
　議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載していますが、議員からの
提案などが、その後、どのように町政に反映されたかを、追跡調査してみました。
　今回は、平成21年3月定例会からピックアップしました。

あれからどうなったの？

3月8日に行われた起工式

　計画がほぼできあがりましたが、今後の予
定工程を示してください。

（森内　正美 議員）

名田庄総合施設の
進捗状況は

大島地先で造成された藻場の育成状況

　事業認定、用地購入などの契約締結も終
わり、森林組合事務所の移転が終わり次第、
基礎工事に入ります。

開館は平成23年度中
の予定です

　国道の法面整備、排水整備工事が終わり、
本体工事に入りました。
　平成23年3月には本体工事が完成する予
定で、その後周辺整備を行います。

建築工事が着手
されました

どうなった？

町長答弁

　資源管理型の漁業振興に向け、予算を増
額し、藻場などの造成をさらに進めませんか。

（猿橋　巧 議員）

水産業振興策を
強化すべきでは

　水産資源の産卵・育成場所である藻場の
造成や海底清掃などを進め、さらに稚魚・
稚貝の放流や漁礁設置にも取り組みます。

必要性を十分認識して
います

　藻場の造成は、平成15年度から現在まで
計8,000㎡の海底で行われていますが、今
後もさらに稚魚の育成場所を増やすため、工
事が進められます。

さらなる藻場の
造成を目指して

どうなった？

農林水産振興課長
答　弁

11 おおい町議会だより №17
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日本野鳥の会に入会したのが平成４年。現
在は福井県支部嶺南ブロック理事として、探
鳥会の開催や、調査に協力するといった活
動を行っています。
鳥の写真を本格的に撮るようになったのは、

一眼レフのデジカメを購入してからで、メモリーの安さにま
かせて、数を撮っています。記録としての意味合いが強いので、
作品といえるようなものはほとんどありませんが、地元で見
られる鳥を紹介できるような展示を、新しく出来る名田庄総
合施設でやりたいという希望を持っています。
私は野鳥撮影には普段は観察に使う望遠鏡に、アダプター

を介して取り付けたカメラを使っています。（1500㎜相当）ま
た、最近では、400㎜の望遠レンズも併用して使い分けてい
ます。先日、新聞に掲載されたコウノトリの写真は400㎜で
撮影したものです。
小浜市の国富地区に出現したため、大きく取り上げられま

したが、福井県内には何度も豊岡で放鳥されたコウノトリは
飛んできています。残念ながら、餌を採ることのできる環境
がなく、定着はしていません。
おおい町にやってくる可能性も十分ありますので、白くて

大きな鳥がいたら気をつけて見てください。
(井尻 雅己 記)

3月に入ると春の風物詩イサザ漁が始まった。
今年も桜が咲き始めた佐分利川の本郷大橋近く

で漁をする方が5～ 6人見える。
小浜の南川のように川岸から大きな網を川にたら

して、掬い上げるやり方と異なり、直接川の中に仕
掛けを固定して、河口から遡上してくるイサザを囲
いの中に入れ込む方法らしい。浅い川に適したやり
方です。
イサザ互助会会長の田中さんは、「この漁は3月

から4月10日までの漁期ですが、年々魚が減って
きています。水の濁りや水温、水質の変化に敏感な
魚なので、自然環境の変化が要因だろうと思います。
春がきてこの漁をすることを楽しみにしている者に
とっては一抹の寂しさを感じます。昔のように春
には桜ウグイ、夏には鮎、秋に鮭といろいろな
魚が上ってきた情景が懐かしく思われます。会
員は15人ですが漁に来ているのは9人ほどです」と
おっしゃっていました。
ところでイサザは漢字で書くと素魚、スズキの仲間でハゼ

科の魚ですが混同しやすいのがシラウオです。こちらはサケ
の仲間でシラウオ科の魚、白魚と書きシラウオと呼ぶ、どう
もこちらのほうが格は上のようです。

（渡辺  均 記）

長井　田中  敏夫さん

名田庄納田終　井尻  雅己さん

サザを捕るイ

を撮る鳥

　おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。
　次回の定例会は６月です。傍聴について詳しくは議会事務局（77-1111 内線312）までお問い合わせください。

【
編
集
後
記
】

陽
春
の
日
ざ
し
が
心
地
よ
い
春
の

お
と
ず
れ
を
迎
え
ま
し
た
。
地
球
上

の
生
あ
る
も
の
は
、
す
べ
て
躍
動
す

る
季
節
で
す
。

平
成
22
年
度
予
算
も
３
月
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
町
長
選
を
控
え
骨

格
予
算
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

近
年
、
本
町
の
財
政
は
、
健
全
性

を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、
地
方
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
多
事
多
難
の
時
代

を
迎
え
て
い
ま
す
。

議
会
も
自
ら
が
知
恵
を
振
り
絞
り
、

一
層
町
民
の
皆
様
の
付
託
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
努
力
す
る
決
意
で
す
。

今
後
と
も
議
会
と
町
民
の
皆
様
と

の
交
流
誌
と
し
て
「
議
会
だ
よ
り
」

を
発
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す

の
で
、
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【
中
本
】

議会の傍聴に来てみませんか

会　期：6月15日から30日まで（16日間）
本会議：15日（町長所信表明・議案提案理由説明）、25日（一般質問）、30日（採決）
委員会：総務・産業建設常任委員会（17日）、予算決算常任委員会(15・16日)

６月定例会
の予定

議会だよりの編集作業の様子


